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さあ、エズラ記です。もしかすると、エズラ記をくわしく読んだことがないという方もおられるかもしれませんし、エズラはあまりなじみのない人物かもしれません。しかし、エズラは偉人の中の偉人です。学者であったエズラですが、彼は祭司の家系に育った人物で、聖書に精通し、信仰深い人で、崩れかけていたイスラエルとユダヤ教を建て直した人であり、ユダヤ人たちにとってはエズラ以上に尊敬すべき人物はダビデのほかにはいない、と言われるほど大きな働きをした人物でした。
そのエズラ記は、年表にあるように、この後に続くネヘミヤ記、エステル記だけでなく、ダニエル書、ハガイ書、ゼカリヤ書、マラキ書と、時代が重なっているのです。紀元前586年に南ユダ王国が滅亡し、バビロン捕囚が起きた後、約150年間の出来事が、それぞれの記録や預言書に記されているのです。
自らの罪ゆえに滅んだ南ユダ王国と首都エルサレム。しかし、あわれみ豊かな神様は、ペルシアの王キュロスを通してエルサレム再建を命令します。そして、エズラ記1-6章では総督ゼルバベルが、いわゆるハードであるところの神殿を、50年ほどの休止期間を経て、7-10章では学者エズラが指揮を取り、ソフトであるところのユダヤ教の信仰を建て上げたのでした。
このエルサレム神殿と聖書信仰に関わったエズラ、その周辺の城壁再建を担ったネヘミヤ、そしてその中に住むべきユダヤ民族を絶滅から救ったエステル。この３名に関する記録である神のことばを、1日ずつ読んでまいりましょう。主の祝福が、みことばを愛するお一人おひとりにありますように。
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エズラ記1章	2025年12月5日 金曜日
 
そこで、ユダとベニヤミンの一族のかしらたち、祭司たち、レビ人たちは立ち上がった。エルサレムにある主の宮を建てるために上って行くように、神が彼ら全員の霊を奮い立たせたのである。
⁠エズラ記　1章5節
 
「安心、安全」。コロナ禍以降でしょうか、それとももっと前からでしょうか。このふたつのことばがセットになって、CMや政治家のキャッチフレーズなど、さまざまなところで聞かれるようになりました。日本人にとって最も大切なことは個人の安心と安全であって、これに逆らうものはすべて悪と思われているのではないかと考えてしまうほどです。いわゆる大義や、だれかを守るためにリスクを犯す、冒険心を持つ、勝利のために挑戦するという美徳や価値は、日本から失われてしまってはいないでしょうか。
このエズラ記が書かれた時期、イスラエル、そしてエルサレムは廃墟となっていました。生活インフラが壊れ、水道が止まり、ビジネスやサービスは機能せず、政府も警察も不安定で治安は荒れ放題。およそ、エルサレムは安全安心ではありませんでした。代わってユダヤ人が移住させられたバビロンは、大帝国で生活は安定しており、母国に戻ってリスクある生活をしようと望む人はいなかったはずです。
しかし、「ユダとベニヤミンの一族のかしらたち、祭司たち、レビ人たちは立ち上がっ」て、「エルサレムにある主の宮を建てるために上って行」ったのです。これは普通では考えられないことでした。でも、彼らはそうしたのです。それはなぜでしょうか？ 教育の結果でしょうか？ 何か大きな報酬があったのでしょうか？ 名誉のため？ いいえ、ただ、「神が彼ら全員の霊を奮い立たせた」、それだけだったのです。
私を教えてくださったアンドレ先生がよくおっしゃっていました。サーカスの象は杭に鎖でつながれると、その杭のまわりをグルグルと回る。そして自分が逃げられないと認識すると、鎖をはずされても、その杭のまわりをグルグルと回り続ける。でも、象が杭を離れて動く時がある。それは、サーカス小屋に火がついた時だ。
バビロンを出てエルサレムへと動いたリーダーたち。彼らを動かしたのは、神である聖霊の火でした。そして、これと同じ火が、ペンテコステの霊とともに、クリスチャン、あなたのうちにもあるのです。めちゃくちゃに生きようと言っているのではありません。しかし、安全安心に生きることがクリスチャンの第一目標ではないことはわきまえていたい、そう思いませんか。
 

エズラ記2章	2025年12月6日 土曜日
 
これらの人々は自分たちの系図書きを捜してみたが、見つからなかったので、彼らは祭司職を果たす資格がない者とされた。
⁠エズラ記　2章62節
 
70年にわたるバビロン捕囚の後、住み慣れたバビロンを出て、母国イスラエルの首都エルサレムへと帰還した人たちの数が、一の位まで細かく記載されています。神様は四捨五入の神様ではありません。一人ひとりを知っておられる方。クリスチャンになったあなたのことも、当然、愛して知っておられるお方です。
さて、こうして帰還した人たちの中には、祭司職を司ることができるレビ族アロンの家系の人たちもいました（参照　出エジプト29:44、民数記3:3⁠）。彼らは、祭司の子孫だと主張し、祭司になろうとしたのですが、「自分たちの系図書きを捜してみたが、見つからなかったので、彼らは祭司職を果たす資格がない者とされた」のです。自分がアロン系の祭司の血筋であるかどうかを証明するのは、ユダヤ人ならだれもが大切にしていた家系図でした。しかし、わずか50年から長くても70年の間に、彼らはそれを手放してしまったか、捨ててしまったのです。
それは、生活が変わり、エルサレム神殿がなくなってしまったからでした。それは、⁠捕囚生活が長く続き、自分が祭司になることなど想像できなかったからでした。⁠しかし、不可能を可能にする神様は、エルサレム神殿を再建、アロン系の祭司を再び募集したのです。こんな未来が待っているなど、どの捕囚の民が想像できたでしょう。でも、想像できなくても、信仰していなければならなかった、それが信仰の民なのです。捕囚の絶望から系図をないがしろにする、その不信仰を神様は喜ばれません。
私たちはどうでしょう。今、絶望している人はいませんか。不信仰になっていませんか。将来の霊的祝福など、よい変化が訪れることを信じられず、自暴自棄になってはいけません。神様は不可能を可能に変える方。そのときに、祭司の家系図ではありませんが、キリスト信仰を投げ捨ててしまい、手放しているということがないようにしましょう。
戦時中、美濃ミッションという教会を、スパイだ、敵国の宗教だなんだとさんざん迫害した校長が、戦後、キリスト教ブームが来るや豹変し、クリスチャンのふりをしたという笑い話が残っていますが、戦時中も戦後も信仰と態度を変えなかった宣教師や聖徒たちは、尊敬を勝ち得たのでした。私たちも、キリスト信仰を恥じてはなりません。時代が変わって、「信仰と救いを捜してみたが、見つからなかったので、彼らは資格がない者とされた」ということのないように生きていきましょう。
 

エズラ記3章	2025年12月7日 日曜日
 
しかし、祭司、レビ人、一族のかしらたちのうち、以前の宮を見たことのある多くの老人たちは、目の前でこの宮の基が据えられたとき、大声をあげて泣いた。一方、ほかの多くの人々は喜びにあふれて声を張り上げた。
エズラ記　3章12節
 
バビロンによって滅ぼされた南ユダ王国とエルサレム。バビロン帝国はその後、ペルシア帝国に飲み込まれてしまいます。そのペルシアの王となったキュロスは、神様によって霊を奮い立たせられて、突然、神様が「エルサレムに、ご自分のために宮を建てるよう私を任命された」（1:2）と宣言。崩壊したエルサレム神殿の再建を命じるのでした。
そうしてエルサレムに集まった人々は、更地となった神殿の丘に礎、つまり土台を設置します。「⁠建築する者たちが主の神殿の礎（いしずえ）を据えたとき、イスラエルの王ダビデの規定によって主を賛美するために、祭服を着た祭司たちはラッパを持ち、アサフの子らのレビ人たちはシンバルを持って出て来た。そして彼らは主を賛美し、感謝しながら『主はまことにいつくしみ深い。その恵みはとこしえまでもイスラエルに』と歌い交わした。こうして、主の宮の礎が据えられたので、民はみな主を賛美して大声で叫んだ」（10-11節）のでした。どんなに理想どおりでなかったとしても、イスラエルはその始まりに感謝したのでした。
ところが、数十年前のソロモン神殿の絢爛豪華（けんらんごうか）さを覚えている老人たちは、あまりに小さな土台を見て、こんなものは神殿じゃないと言わんばかりに「目の前でこの宮の基が据えられたとき、大声をあげて泣いた」のでした。この衝撃は大きく、ハガイ書には「まるで無いに等しい」（ハガイ2:3）と民の気持ちが書かれています。しかし、主は⁠「だれが、その日を小さなこととして蔑むのか」（ゼカリヤ4:10）と言われ、「悲しんではならない。主を喜ぶことは、あなたがたの力だからだ」（ネヘミヤ8:10）として、泣くな、小さな始まりの日をバカにするんじゃない、と語られたのでした。「そのため、喜びの叫び声と民の泣き声をだれも区別できなかった」（13節）と、悲しみの嘆きに負けないくらい、喜びの叫びをあげる人たちが起こされたのでした。
どんな挑戦も、ダメだ、無理だと言われたら、やる気を失うことでしょう。でも、どんなにその始まりが小さく、弱く、みじめであっても、始まりがなければ完成はありません。小さな始まりの日を絶対にバカにしてはいけません。この第二神殿は、確かに始まりは小さかった。しかし、ヘロデ大王やイエス様の時代までには大拡張工事がくり返され、その神殿の壮大さと美しさは目を見張るものになっていったのです！
 

エズラ記4章	2025年12月8日 月曜日
 
今あなたがたは命令を下して、その者たちの工事をやめさせ、私から再び命令が下るまで、この町が再建されないようにせよ。
エズラ記　4章21節
 
エルサレムで神殿工事を始めた、バビロンからの帰還者たち。するとそこに、バビロン捕囚に連行されなかった人たちがひょっこりと現れます。彼らは、北イスラエル王国がアッシリア帝国に滅ぼされたときに、アッシリアによって送られた異邦人と強制的に結婚させられ、異教文化にどっぷりと染まって育ったサマリヤ人たちでした。エルサレム神殿と、そして純粋な信仰からこのプロジェクトをキュロス王に任されていたリーダーたちにとって、これは助けでも何でもなく、実は妨げだったのでした。帰還者のみに許可されていた工事に、ペルシア王の許可なくサマリヤ人が参加すれば、まず間違いなくトラブルになるでしょう。また、多神教徒となったサマリヤ人の手を借りて、神殿のデザインと建設をすることは許されないことでした。
それで、丁重に申し出をお断りすると、「その地の民はユダの民の気力を失わせようとし、脅して建てさせないようにした」（4節）のでした。それは、数週間や数ヶ月などというものではありません。賄賂（わいろ）による政治権力まで使って、彼らは建設を長期にわたって中断させ、さらには、ありもしないことでケチをつけては裁判を起こし、工事を引き延ばさせたのです。何としても神殿礼拝をさせまいとする悪魔の働きをここに見ます。結果、当時ペルシアの王となっていたアルタクセルクセスは、神殿工事の中断を命じます。「⁠こうして、エルサレムにある神の宮の工事は」（24節）10年にわたって中断を余儀なくされることとなったのです。
がっかり、ですか。いいえ、ペルシア王の命令は「私から再び命令が下るまで、この町が再建されないようにせよ」です。完全に中止させられたわけではありません。ネヘミヤ記2章には、この中断を命じた王様、アルタクセルクセスその人が、「⁠王の第二十年のニサンの月に」（ネヘミヤ2:1）再建を望むネヘミヤに、「⁠王はこれを良しとして、私（ネヘミヤ）を遣わしてくださることにな」（6節）ったと記録されているのです。10年の長きにわたって思いどおりにいかなくても、まだダメになったわけではない、それが神の民の信仰でした。
私たちも、ビジネスで、お仕事で、子育てで、人間関係で、思いどおりにいかないことがあるかもしれません。でも、どんな試練、困難に直面したとしても、希望に満ちた、あきらめない姿勢を大事にしてまいりましょう。あきらめが悪い民。それが神の民なのですから。
 

エズラ記5章	2025年12月9日 火曜日
 
「…ですから、王様、もしもよろしければ、エルサレムにあるこの神の宮を建てるために、キュロス王からの命令が下ったのが事実かどうか、あのバビロンにある王室書庫をお調べください。そして、このことについての王のご判断を私たちにお伝えください。」
エズラ記　5章17節
 
エズラ記1:1にある、紀元前539年にペルシアの王キュロスが、捕囚のユダヤ人たちを帰還させて、エルサレム神殿再建を命じた「キュロス勅令」。実は、この勅令を刻んだ筒がイラクで発見され、現在大英博物館に保管されています。その勅令を受けて、約5万人を引き連れてエルサレムに戻ったゼルバベルらリーダーたち。しかし、思わぬ妨げにあい、工事は10年以上中断してしまいます。けれども、紀元前520年頃、ハガイとゼカリヤの預言（1節）により、ゼルバベルたちは再び工事を再開します。
しかし今度は、この地域を司るペルシアからの総督タテナイ（神殿は建てないぞ、という意気込みが伝わる名前ですね）たちが、この工事が合法かどうかを調査し、法の力を使って止めにかかります。この工事がペルシア王キュロスによる命令であると証明できず、違法という判決が下れば、工事はあきらめざるをえなくなることでしょう。総督タテナイは、ペルシア王ダレイオスに「エルサレムにあるこの神の宮を建てるために、キュロス王からの命令が下ったのが事実かどうか、あのバビロンにある王室書庫をお調べください」と手紙を出すのでした。
みなさん、結果はどうだったと思いますか。ダレイオス王が調査をすると、なんとあの「キュロス勅令」が発見されたのです！ 王はこのペルシアの法に則って、「この神の宮の工事をそのままやらせておけ。…宮を元の場所に建てさせよ」（6:7）と命じ、それだけでなく、その費用も提供し、工事を邪魔する者は刑罰に処すことが明記されたのでした。もうだれもゼルバベルたちを邪魔することはできないということです。それから4年、紀元前515年、ついにエルサレムに神殿が戻ってきたのでした。
クリスチャンと教会が直面するのは迫害だけではなく、法や国家、為政者によって守られることもあるのです。「人はみな、上に立つ権威に従うべきです。神によらない権威はなく、存在している権威はすべて、神によって立てられているからです。」（ローマ13:1）ですから、クリスチャンである私たちも教会も、法を守り、きよく正しく生きていきましょう。主は、その法や未信者の集まりを通して、教会を守られることもあるのですから。

エズラ記6章	2025年12月10日 水曜日
 
そして彼らは七日間、喜びをもって種なしパンの祭りを守った。これは、主が彼らを喜ばせ、またアッシリアの王の心を
彼らに向けて、イスラエルの神である神の宮の工事にあたって、
彼らを力づけるようにされたからである。
エズラ記　6章22節
 
「ダレイオス王の治世の第六年」（15節）、最初のソロモン神殿が破壊されてから70年後の、紀元前515年3月12日に神殿が建てられました。聖書は民が「七日間、喜びをもって種無しパンの祭りを守った」と記しています。うれしかったことでしょう。自分たちの罪ゆえに神の臨在が去り、壊された神殿。その廃墟は、まさに神様が背を向けたお姿そのものだったのですから。主はイスラエルを捨てていない。まだ私たちを愛しておられる。またお戻りくださり、私たちのただ中にもう一度住んでくださる。「実に、私たちは滅び失せなかった。主のあわれみが尽きないからだ。」（哀歌3:22）七日間踊るわけです。捨てられて当然の者を、神様が愛してくださっていることがわかったのですから！
ところが、その神殿奉献式。彼らが喜びながら精いっぱい献げたのは、牛100頭、羊200匹、子羊100匹、やぎ12匹でした（17節）。十分に思えるかもしれませんが、ソロモン王が建てた最初の神殿の奉献式の、牛2万2千頭、羊12万匹と比べると、わずかなささげ物と言わざるをえないでしょう。
私は神の民として、最高の神には最高がふさわしいと考えるタイプですから、壮大で、ダイナミックで、豪華で、美しい、最大のささげ物を献げられたらよかったのにと思います。もちろん、その考えは間違っていません。けれども、聖書は「彼らは七日間、喜びをもって種なしパンの祭りを守った。これは、主が彼らを喜ばせ」たから、と言うのです。ソロモンの時代と比べたら、手のひらの米粒のようなささげ物。しかし、神様はそれを受け取り、神の民を思いきり喜ばせたのです。喜びましょう、あなたはすばらしい神殿と礼拝と奉仕とささげ物を献げているんだから！
昔のある時期と比べたり、海外の大きな教会と比べたり、外国で起きたリバイバルのニュースを耳にしたりして、日本でささげる精いっぱいの礼拝に悲しくなった人はいないでしょうか。たしかに、最高の神には最高がふさわしい。でも、私たちの最高の信仰と心がささげられたら、それが一番なのです。どんな金や宝石より、私は娘や息子が小さかったときに書いてくれた「パパだいすき」というへたっぴな字の手紙に、涙がぽろぽろとこぼれるくらい心が動かされます。間違えないでいましょう。数字より、サイズより、神を思いきり愛する愛、それが第一なのです。

エズラ記7章	2025年12月11日 木曜日
 
エズラは、主の律法を調べ、これを実行し、イスラエルで掟と定めを教えようと心を定めていた。
エズラ記　7章10節
 
時計の針は「これらの出来事の後」（1節）と言われる、神殿再建から約60年後の紀元前458年頃まで進みます。「エズラという人がいた」（同）と、ついにエズラが登場します。エズラ記は1-6章に神殿の再建、7-10章にその建物に入る信仰を整える、エズラによる宗教改革が記されています。このエズラは「祭司のかしらアロンの子である」（5節）と系図が示すように、アロン系のレビ族、大祭司の家系だったのです。そして、彼は「モーセの律法に通じている学者」（6節）でした。
このエズラが神殿再建の60年後、祭司、レビ人、歌い手ら、神殿奉仕者を引き連れて、第二の帰還を果たします。その彼は会計の取り扱いや政治など、さまざまな働きをエルサレムでしましたが、しかし、何よりも大切にしたのは、「主の律法を調べ、これを実行し、イスラエルで掟と定めを教え」ることでした。これに自分の時間と力を注ごうと、「心を定めていた」のです。
みことばと祈り、これを損なっても国はできるのです。聖書を知らなくても財政を管理できますし、祈りと礼拝を知らなくても政治はできる。組織は前進し、人は生活していけるのです。でも、そんな国のいったいどこがイスラエルなのでしょう!? 人は礼拝に来なくなっても、学校生活は変わりませんし、仕事だってうまくいく。だいたい何でもできるのです。教会だって、熱心に祈らなくなっても、今までどおり変わらないのかもしれません。でも、そんな教会のいったいどこが神の国なのでしょうか。エズラは聖書と礼拝に手をつけます。神殿は再建された。建物はある。でも、霊的な中身に着手しなければ。彼は、聖書を調べ、実行し、教え始めます。
菅家先生が大学生のころ、KGK（キリスト者学生会）のご友人から冗談めかしてこう言われたのだそうです。「一麦教会ってハガイ書がどこにあるか知らないんでしょ。」たしかに、一麦教会は学びよりもいきいきとした体験を重視する教会かもしれません。でも、その話を20年ほど前にお聞きしたとき、私は怒りに震えました。一麦教会が聖書を知らないなど、絶対に言わせてはいけない、と。エズラのように、『日々のみことば』を書かせていただいているのは、実はその体験もひとつのきっかけになっています。もし主のお許しがあってハガイ書を書かせていただければ、私は喜びにあふれると思います。なぜならもう2度と、だれにも、一麦はハガイ書を知らないなどと言わせることはなくなるからです。

エズラ記8章	2025年12月12日 金曜日
 
私たちの神の御手が私たちの上にあり、その道中、敵の手、待ち伏せする者の手から私たちを救い出してくださった。
エズラ記　8章31節
 
お祈りには、「〜してください」だけではなく、「感謝します」があります。その感謝はきっと、「何かをしてくださったことに対する感謝」が多いかもしれません。
さて、エズラ記8章。5万人による最初のエルサレム帰還から80年後、5千人ほどであろうエズラたちによる第二陣が、エルサレムへ向かいます。水が貴重である中東では、道路というのはオアシスからオアシスをつなぐ道しかありませんから、人の移動は限定された道の上と決まっています。ATMもありませんから、当然たくさんの金銀財宝と食料を持って移動することになります。強盗たちにとって、徒歩のスピードで、たっぷりの宝を持って、決まった道を家族そろって歩く旅人ほど襲いやすいものはありません。当時の移動、旅行は、今では想像できないほど危険でハイリスクだったのです。
それで王様は、エズラに護衛をつけてあげようと提案しますが、エズラは、普段から神に信頼すると言っているのに、結局王を頼るのかと笑われるのを恥じて、それを断ります。そして、リムジンと護衛の白バイを捨てて、「私はそこ、アハワ川のほとりで断食を布告した。それは、私たちの神の前でへりくだり、私たちのために、私たちの子どもたちと、私たちのすべての持ち物のために、道中の無事を神に願い求めるためであった」（21節）とあるように、エズラは神と御使いの護衛を求めて祈ったのでした。
そうして無事に旅を終えたエズラ。彼は「私たちの神の御手が私たちの上にあり、その道中、敵の手、待ち伏せする者の手から私たちを救い出してくださった」と感謝の祈りをささげたのでした。彼の感謝の祈り、それは、何かを与えられたことへの感謝や、何かをしてもらったことへの感謝ではなく、「何も起こらなかったことへの感謝」だったのです。
私たちが天国に行ったら、きっと、この地上の生涯でどれだけの悪や誘惑や攻撃から、主が守ってくださっていたかにびっくり仰天することでしょう。そして私たちは、自分たちが守られていたことにまったく気づかずにこの地上で生活し、時に神様に不平までもらしていたことに気づくのです！
みなさん、主の守りはあります。そして、私たちは私たちが本来受けるべきさまざまな出来事から守られているのです。無事を主に感謝しましょう。何か良いことが起きたからではなく、何も起こらなかったことに、です。「すべてのことにおいて感謝しなさい。」（Iテサロニケ5:18）

エズラ記9章	2025年12月13日 土曜日
 
私はこのことを聞いて、衣と上着を引き裂き、髪の毛とひげを引き抜き、茫然として座り込んでしまった。
エズラ記　9章3節
 
神様だけを愛して生きる、それがイスラエルであったはずなのに、霊的な姦淫である偶像礼拝の罪の結果、イスラエルは滅亡してしまいました。しかし、神様のあわれみにより、ペルシア王がゼルバベルを遣わして神殿を再建。さらにエズラが礼拝を再建。そしてこの後、ネヘミヤ記で、さらに別のペルシア王に遣わされたネヘミヤが神殿の外周を囲む城壁を再建していきます。
そのように、再び新しく歩み出したエルサレム。もう二度と、あの700人の異教徒の妻たちに信仰を奪われたソロモン王や、イスラエルをバアル教の国に変えたイゼベルと結婚したアハブ王の罪をくり返さない、と決めていたのに、なんとすでに「イスラエルの民、祭司、レビ人は、カナン人、ヒッタイト人、ペリジ人、エブス人、アンモン人、モアブ人、エジプト人、アモリ人など異国の忌み嫌うべき習慣と縁を絶つことなく、かえって、彼らも息子たちも、これらの国々の娘を妻にし、聖なる種族がもろもろの地の民と混じり合ってしまい…しかも、指導者たち、代表者たちがこの不信の罪の張本人」（1-2節）となっていたのです。
エズラが打ちのめされたのは当然です。教会に例えるなら、罪を犯した教会が、教会員全員で悔い改めて再出発したところで、また同じ罪を、それもリーダーたちが先頭に立って犯していたというようなものですから。エズラは祈ります。「ご覧ください。私たちは罪禍を負ってあなたの御前におります。」（15節）
ある人は言うかもしれません。エズラ、君はよくがんばったよ。民が約束の地に入れたのだから、それでいいじゃないか。エズラ、約束の地エルサレムに大勢連れていったのだからいいじゃないか、と。いいえ、それは違います。約束の地への帰還は手段であり、目的ではありません。ユダヤ人がエルサレムに帰ったのも、私たちが教会に通うのも、御国に入るのも、それが最終目的ではないのです。彼らの帰還も再建も、私たちの教会生活も永遠のいのちも、私たちが神を礼拝し、イエス様との交わりを楽しむための手段なのです。本当に大切なのは、エルサレムで、教会で、御国で、私たちが神様を愛し、拝すること。エズラが茫然としたのは、これらのユダヤ人たちが、エルサレムに帰還したのに、神様ではなく罪を楽しむことを選んだからでした。それで、この後エズラは、異宗教間結婚によって周囲の文化や宗教へ同化していってはならないことと、主だけを礼拝することを教え、これらの罪に対する本当の悔い改めを、次の章で本格的に実行しはじめるのです。
 

エズラ記10章	2025年12月14日 日曜日
 
だから今、あなたがたの父祖の神、主に告白して、そのみむねにかなったことをしなさい。この地の民、異国人の女たちから離れなさい。
エズラ記　10章11節
 
「神様、ごめんなさい。」みなさんもこのように祈ることがあるかもしれません。私も、主にこうした悔い改めの祈りを祈りながら、信仰の道を歩んでいます。この祈りはおかしな祈りではありません。宗教改革は、ルターが「キリスト者の生涯は悔い改めの生涯である」としたことから始まっています。私たちクリスチャンの人生は、イエス様に愛され、神様のさばきを免れ、永遠のいのちに至るものに変えられたことを、大きく喜びながら生きる人生です。しかし、それでもなおこの地上において罪が残る私たちは、まだまだ自分の弱さに対して、悲しみや痛みを覚えつつ、悔い改めながら歩んでいきます。
￼[image: テキスト ボックス 38]そんな痛みを覚えるような後悔の念、神様に対して申し訳ないという思い、そこから生まれるのが痛悔です。私たちは「ああ、神様、ごめんなさい」と悲しく祈ります。これは正しい祈りですが、それでは悔い改めはまだ半分。それは「悔い」の部分で、「改め」へ向かうものが、まだ生まれていないからです。
エズラは、異教へと導く女性たちとのつながりを、悲しむだけでなく、実際に断ち切ることを命じ、「みむねにかなったことをしなさい」と伝えたのでした。「悔い」だけでなく「改め」をして、悔い改めをしよう、と呼びかけたのです。
DVと呼ばれる暴力をふるう男性が、女性を傷つけたあと、「ごめんね、でも君のことを愛しているんだ」などと言って、また同じことをくり返すのは、その謝罪が相手のためでなく、自分のためであるからだとよく言われます。もし、私たちの「神様、ごめんなさい」が、私たちがゆるされるためであるなら、それとよく似てはいないでしょうか。悔い改めで大切なのは、そして私たちが集中すべきなのは、「改め」です。愛する神様を傷つけたので、主を傷つけない新しい生き方、選択、人生を実行していくのです。盗んでいたら、仕事をして稼ぎ、そこから与える人生に。嘘をついていたら、愛をもって本当のことを語る人生に。間違っていることを謝罪するだけでなく、新たな行動で改めていく（参考　エペソ4:24-32）、そのようなクリスチャン人生にしていただきましょう。
 
 

ネヘミヤ記1章	2025年12月15日 月曜日
 
このことばを聞いたとき、私は座り込んで泣き、数日の間嘆き悲しみ、断食して天の神の前に祈った。
ネヘミヤ記　1章4節
 
これまで私たちは、主がリーダーのゼルバベルらを通して、バビロニアによって滅ぼされたエルサレム神殿を修復させたこと、そして学者エズラを通して、神殿礼拝を回復させたことを見てきました。ネヘミヤ記はそれから十数年後、神殿の建物、神殿礼拝に続いて、ペルシアの献酌官であったネヘミヤによって、エルサレムの城壁が再建されることが記されている書です。
時は紀元前446年、バビロニア帝国を飲み込んだ大帝国ペルシアでの出来事です。王様の冬の宮殿が置かれていたスサの町で、王様のすぐそばにいて、杯にぶどう酒を注ぎ、その食事の毒味をする「王の献酌官」と呼ばれるユダヤ人、ネヘミヤのところに、ニュースが舞い込みます。それは、ユダにおいて、捕囚を免れたユダヤ人たちが苦しんでおり、エルサレムの城壁も門も廃墟のまま放置されている、というものでした。
祈りの人であったネヘミヤは、そのエルサレムからの悲しい知らせをペルシアで聞いて、騒ぐ心を、そして気になって仕方がない気持ちを、神様のところに泣きながら持っていきます。
私たちにも、聖霊なる神様のお働きにより、ネヘミヤと同じ悲しみが生まれることがあります。普段は自分のこと、自分の仕事のこと、自分の人間関係のことばかりに終始してしまう祈り。もちろん、自分のことだけではありません。きっと家族のことも祈られることでしょう。でも、神様は私たちに、それよりも大きなことを祈らせてくださるお方です。自分や家族を超えて、神殿や国家のことを祈ったネヘミヤのように、主は私たちに、自分の教会の悲しみ、自分の住む国を愛するがゆえに覚える苦しさを与えて、そのことを祈らせてくださるお方なのです。
今日、自分から目を離して、少し高いところから自分の周囲を見ていきましょう。悲しみを覚えるほど愛しているだれかのうめき、人々の声、あなたは聞こえますか？ もし、それがあなたの心を締めつけるなら、「このことばを聞いたとき、私は座り込んで泣き、数日の間嘆き悲しみ、断食して天の神の前に祈った」とあるように、私たちも祈りましょう。9節にあるように、神様のやさしい約束を握り、神様、どうか助けてください、あわれみを豊かに施してください、回復させてください、解放して自由にしてください、永遠のいのちを受けられるように救いを与えてください、生きていけるようにいのちをください、と、だれかのために祈ることをさせていただきましょう。
 

ネヘミヤ記2章	2025年12月16日 火曜日
 
王は私に言った。「では、何を望んでいるのか。」
私は天の神に祈ってから、王に答えた。…
ネヘミヤ記　2章4-5節
 
王の献酌官であったネヘミヤ。1章でもお伝えしたように、王のすぐそばに座り、食事と飲み物に手を伸ばすその仕事は、王の暗殺が可能な距離で行われるため、王からの絶大な信頼のもとで成り立っていた働きでした。ですから、少しでも普段と違う様子、王の不信を招くような仕草は、職を失うどころかいのちまでも失いうる、プロフェッショナルでなければならない仕事だったのです。ところが、エルサレムの城壁と門が破壊されたまま、ユダヤ人たちが苦しんでいることを聞いたネヘミヤは、王様から「なぜ、そのように沈んだ顔をしているのか」（2節）と聞かれてしまいます。直後にネヘミヤは「私は非常に恐れて」（同）とあるように、自分が大失態を犯したことに気がつきます。
そこで、そのように落ち込むネヘミヤの願いはいったい何なのかと王が聞いたとき、ネヘミヤは「ああ王様、よくぞ聞いてくださいました」と言わず、「天の神に祈ってから、王に答えた」のでした。くり返しますが、王の前でおかしな行動は取れない献酌官。この祈りも、当然、無言のまま行われた一瞬の祈りだったことでしょう。祈りはことばに出して行うものです。アーメンもきちんと声に出して唱和されなければなりません。しかし、例外はあります。私たちは会社で、人前で、声に出せない祈りを、一瞬の祈りとして主にささげます。でも、そんな祈り、本当に聞かれるのでしょうか。
ネヘミヤが仕えていたペルシアの王様は、アルタクセルクセス王。時はその治世の20年目のことでした。さて、この王様はその20年前、治世第1年目に、ペルシアの大勢の反対を受けて、なんと「今あなたがたは命令を下して、その者たちの工事をやめさせ、私から再び命令が下るまで、この町が再建されないようにせよ」（エズラ4:21）と、エルサレム城壁の再建を中断させた王、その人だったのです。しかし、この王が20年のちになって、自分が出した城壁再建中断の命令を取り下げさせ、献酌官ネヘミヤにエルサレム城壁再建の許可を出すのでした。どうしてでしょうか。ネヘミヤの一瞬の祈りです。それは、王の城壁再建中断命令をひっくり返す祈りだったのです。
祈りを過小評価してはなりません。私たちの一瞬の祈り、声にならない祈りも、主は聞き届けてくださる偉大なお方なのですから！
 

ネヘミヤ記3章	2025年12月17日 水曜日
 
その傍らでは、エルサレム地区の残りの半区の長、ハ・ロヘシュの子シャルムが、自分の娘たちと一緒に修復を行った。
ネヘミヤ記　3章12節
 
アメリカのデータになりますが、レンガ職人や石工と呼ばれる方々の99.5%は男性だそうです。これは、差別などではありません。単純に男女の筋肉量の違いによるものです。個人差はありますが、XY染色体を持つ男性のほうが、女性より筋肉量が圧倒的に多いのです。もちろん、どちらが優れているという話ではありません。ただ、そこには違いが存在するのです。
ペルシア王アルタクセルクセスから許可をもらったネヘミヤは、エルサレムに帰還し、祖国の地を踏み、一緒に戻ったユダヤ人やイスラエルでじっと屈辱に耐えていたユダヤ人たちを集めて、城壁の再建を開始します。しかし、この工事は大変でした。エルサレムをめぐる権力争いや、利権を奪われると考えた人たちからの攻撃、邪魔が入ったからです。ネヘミヤ記というのは、そうした困難に耐えながらの城壁再建工事の記録なのです。
そして、この箇所の前後に、名のある人たちが城壁再建に力を尽くしたことが記録されていますが、その中に、「ハ・ロヘシュの子シャルムが、自分の娘たちと一緒に修復を行った」とあるのです。「娘たち」、そうです。女性も城壁修復をしたのです。装飾品の修復、絵画の修復ではありません。これは城壁修復の記録ですから。城壁作りは体力勝負です。重い石を延々と運び続ける仕事ですから、男性が得意とする分野なのです。けれども、ハ・ロヘシュの子シャルムは、自分の娘たちに「父さんと一緒に城壁修復に行こう」と声をかけるのです。娘たちは父親の召しに従い、覚悟を決めて「一緒に修復を行った」のでした。
得意なことを思いきりやって、最高の結果を出すのは幸せです。でも、得意でなかったらしてはいけないという法はありません。伝道者の書9:11には「競争は足の速い人のものではなく、戦いは勇士のものではない」とあります。たとえ得意でなくとも、上手でなくったって、主がお招きであれば応えていくのが私たちの信仰です。無茶をせよというのではありません。けれども、主から「これをやってみたらどうですか」とお声をかけられているのに、私なんてどうせと言って、なすべき使命を疑ってはいけません。主は、今もあなたの助けを必要としているのです。いのちはひとつしかないから、上手に使わなければいけません。でも、その大切ないのちを大切にしすぎた挙句、結局一度も使わなかったというのは悲しすぎないでしょうか。神様のために、私たちも得意なことでなくとも、「主のお召しだ。何が悪い」と、人生を使っていく者となってまいりましょう。

ネヘミヤ記4章	2025年12月18日 木曜日
 
こうして私たちは城壁を築き直し、城壁はすべて、その半分の高さまでつなぎ合わされた。民に働く気があったからである。
ネヘミヤ記　4章6節
 
以前、小学生とおぼしき男の子たちの短距離走の動画を観ました。一見普通の競走なのですが、ゴールに近づくにつれ、少し様子が穏やかではなくなってきます。というのも、トップを走っていた男の子が、2位を走っていた子に抜かされそうになると、なんと肘を使って相手を邪魔するのです。ええ、もちろんそれは反則ですし、結局彼は追い抜かれてしまいます。ところが、全力疾走してトップに返り咲いた彼は、2位を走る子が気になって仕方なく、今度はゴール間際、つかみかかるような仕草で相手の走りを邪魔します。しかし、その２位だった子は気にも留めずさわやかに追い抜き、ゴールテープを切ったのでした。
エルサレムの城壁を建て直していくネヘミヤたち。しかし、それを邪魔する人々が出てきました。特に、サンバラテとトビヤという人物は、エルサレムの城壁はムダで意味がないとことばで攻撃し、修復がはかどってくると、今度は具体的につかみかかって攻撃しようと陰謀を企てるのでした。しまいには、「私たちの敵は言った。『彼らを殺して、その工事をやめさせよう。』」（11節）などと言い出す始末。ネヘミヤたちは片手に武具を持ち、片手で工事を続けていきました。
今日のみことばの「こうして私たちは城壁を築き直し、城壁はすべて、その半分の高さまでつなぎ合わされた」は、そうした敵の妨げの最中の出来事だったのです。肘打ちではありませんが、何とかしてネヘミヤたちの工事を邪魔しようとするサンバラテたち。最後には、つかみかからんとする男の子のように暴力を企てますが、ネヘミヤは相手を攻撃しないのです。そして、城壁の修復作業に集中しつづけ、使命を全うすることに心を傾けたのでした。
今日、あなたはゴールを見ていますか。それとも人を見ていますか。あなたの人生のゴールは、相手に恥をかかせることですか。それともほかにありますか。冒頭の男の子は、1位でゴールするという目的を忘れ、2位の子が気になって走れなくなりました。私たちがそうであってはいけません。ネヘミヤがサンバラテにバカにされながらも、「こうして私たちは城壁を築き直し」とある、使命であるところの城壁工事に集中したように、私たちも、人を憎んだり、戦ったり、妬んだりすることはやめて、人生の一番の目的を思い出し、そこに集中して生きていきましょう。
 
 

ネヘミヤ記5章	2025年12月19日 金曜日
 
またある者は言った。「私たちは、畑やぶどう畑に課された王の税金を支払うために、金を借りなければならなかった。…」
ネヘミヤ記　5章4節
 
4章では、サンバラテたちによる嘲笑や脅迫、暴力など、外からの攻撃を見てきました。ところがこの5章では、なんと内側からのトラブルが、この城壁再建の妨げとなっていたことが明らかになります。それは「有力者たちや代表者たち…はみな、自分の同胞たちに、利子をつけて金を貸している」（7節）とあるように、帰還して、一緒に力を合わせて城壁工事をしている同じユダヤ人の、それもリーダーたちが、貧しい人たちから利子を取り立て、さらに苦しみを増し加えていたのです。ネヘミヤは、これでは犠牲を払って城壁工事に来た勇敢なユダヤ人たちが、奴隷になってエルサレムから追い出されていく、そんなことがあってよいのか、とリーダーたちの責任を問います。結果、負債と利息分を帳消しにする約束を取りつけ、再建したエルサレムに再び平和が戻ってきたのでした。
ネヘミヤたちの城壁再建の工事期間は、実はたったの52日間でした。リーダーたちはそのわずかの間に、労働と飢饉、貧しさと焦り、格差で、民を苦しめたのです。そして、それは城壁完成への大きな妨げとなったのでした。そんな短期間で民を苦しめる、いったいどうすればそんなことが可能なのでしょう。
それもやはり「ゴール」なのです。彼らは城壁を直しに来ました。それは、エルサレムのため。イスラエルのため。イスラエルの神のため。神殿のため。しかし、そう口では言いつつ、その実は、結局、自分の富と名誉のためだったのです。それが城壁再建に優先するので、再建が遅れることになるのをわかっていても自分の利益を求めたのでした。
聖書は「終わりの日には困難な時代が来ることを、承知していなさい。そのときに人々は、自分だけを愛し、金銭を愛し…」（II テモテ3:1-2）と言います。今の時代がそうであるなら、クリスチャン、そしてリーダーたちは、このユダヤのリーダーたちのようにならないよう、祈り、へりくだり、主に頼って、きよく生きていかなければいけません。自分の損得ではなく、主の栄光を考えて生きていくのです。それを教会は、「自分に死ぬ」と言います。イエス様は、自分の名誉、光栄、欲望、損得勘定に死んで、父なる神様の光栄と栄誉をあらわすことを、ゴール、目指す目的として生きてくださいました。私たちも小さなキリストとして、そのように生きていく。それがクリスチャン人生なのです。
「こういうわけで、あなたがたは、食べるにも飲むにも、何をするにも、すべて神の栄光を現すためにしなさい。」（I コリント10:31）
 

ネヘミヤ記6章	2025年12月20日 土曜日
 
私には分かった。今、彼を遣わしたのは、神ではないと。彼がこの預言を私に伝えたのは、トビヤとサンバラテが彼を買収したからだと。
ネヘミヤ記　6章12節
 
ネヘミヤ6章、ついにエルサレム城壁は完成し、あとは門に扉をつけるだけとなりました。あれほど邪魔をくり返してきたサンバラテやトビアたちはおとなしくなったのでしょうか。
彼らは2節「さあ…ケフィリムで会見しよう」とネヘミヤを誘ってきたのです。これまでの非常識を詫びて、和解をしようというのでしょうか。いいえ、彼らは「危害を加えようと企んでいたの」（2節）でした。ネヘミヤはこれを察知。4度にわたる誘いを、工事があるのでと断り、暗殺計画を防いだのでした。
するとサンバラテたちは、ネヘミヤが「反逆を企んでいて…王になろうとしている」（6節）とメディアで流し、これが王の耳に入ればあなたは大変なことになるぞ、「さあ、来なさい。一緒に相談しよう。」（7節）と、また暗殺会見を試みるのです。ネヘミヤは権力欲にまみれた俗人だ、というイメージを大衆に植えつけていくサンバラテ。なんだか、政治もののドラマを見ているかのようです。しかし、ネヘミヤは「あなたが言っているようなことは、なされていない」（8節）と冷静に対応します。
そうしますと、サンバラテは、今度は驚くような手口に出ます。なんと、ネヘミヤの同僚を買収し、恐怖のあまり精神を病んだ演技をさせ、ネヘミヤに「サンバラテたちが殺しに来るから神殿の中に隠れよう」と言わせるのです。これは、ネヘミヤがサンバラテの脅迫を恐れ、聖なる神殿を私物化し、そこに入り込むという罪を犯すことで、ネヘミヤの悪評が立ち、求心力を失わせるための策略だったのです。ネヘミヤはこれも冷静に見抜き、罠を免れます。これらのことの間、サンバラテたちは背後でユダの有力者たちや女預言者たちと通じ、ネヘミヤを失脚させる作戦を立てながら、彼に対して脅迫状を送りつづけていたのでした。
これはドラマではなく、史実なのです。人間はこういうことができてしまう恐ろしい面を持つ生き物なのです。もしかするとみなさんの中にも、人間不信に陥りそうな、これと似た目にあったことがあるかもしれません。でも、ネヘミヤは「あ、これは神の名を使っているが、違うな」と冷静に乗り越えたのです。神を信じる人よ、あなたも落ち着いて、乗り越えていきましょう。
「あなたがたが経験した試練はみな、人の知らないものではありません。神は真実な方です。あなたがたを耐えられない試練にあわせることはなさいません。むしろ、耐えられるように、試練とともに脱出の道も備えていてくださいます。」（I コリント10:13）
 

ネヘミヤ記7章	2025年12月21日 日曜日
 
私は兄弟ハナニとこの城の長ハナンヤに、エルサレムを治めるように命じた。これは、ハナンヤが誠実な人であり、多くの人にまさって神を恐れていたからであった。
ネヘミヤ記　7章2節
 
さあ、エルサレムの城壁工事は完了。工事の指揮を取ったネヘミヤは、次にエルサレムを治めるリーダーを任命します。それがハナンヤという人物でした。ネヘミヤは自分が心から愛するエルサレムを任せるにあたって、2節にあるように、①誠実で ②だれよりも神を恐れている人 を選んだのでした。
「主を恐れることは知識の初め」（箴言1:7）とあるとおり、神を恐れることは人にとって極めて大切なことです。神様に対して敬意と畏怖の念をきちんと持つことと、主の御声にきちんと従うことは大切です。また、神様がすべてをご存じであるとわかっている人が、誠実な人なのです。だれも人が見ていないとき、神様は見ておられる、ネヘミヤはリーダーにそうした信仰を持つ人を選んだのでした。
私が20代の頃、ゴスペルの大衆伝道のステージであまりよいパフォーマンスができなかったのだと思います。リーダーの先生が近づいてきて、こうお話しくださいました。「伝道者というものは、ステージの上でうまくいったかどうかはそれほど問題ではないんだ。それよりも、ステージを降りて、控え室でほかの人にどう接しているか、そして、ホテルに戻ったときにどのように振る舞うか、それが肝心なんだよ。」大勢の人が見ているところで立派でいい人そうな演技をすることが大事なのではありません。大事なのはイメージではなく、イエス様と二人きりになったときに誠実にふるまえる、それが、神を恐れる人ということであり、リーダーにふさわしい人なのです。だれかに大切な何かを任せる基準、それは、神様を信じ、神様を恐れている人を選ぶということです。そして、それと合わせて私たち自身も、神を恐れる誠実な人とならせていただきましょう。
え？ どうすればなれるか、ですか？ まずは目を閉じて、頭を下げて祈ることからです。私と一緒に祈りましょう。
「神様、あなたのあわれみによって私の罪をゆるし、大きな愛と恵みによって、私を聖なる人に変えてください。私があなたを正しく恐れ敬い、また天の父として心から愛し、あなたに従うクリスチャンとして生きることができるように造り変えてください。どうか私が、クリスチャンに見えるといったイメージではなく、中身において、神の子、主の弟子として生きていくことができますように。神の力で私を導いてください。イエス様の御名によって祈ります。アーメン。」

ネヘミヤ記8章	2025年12月22日 月曜日
 
今日は、私たちの主にとって聖なる日である。悲しんではならない。主を喜ぶことは、あなたがたの力だからだ。
ネヘミヤ記　8章10節
 
バビロン捕囚の際に廃墟となったエルサレム神殿。それが、総督ゼルバベルにより再建され、学者エズラを通して礼拝が復興し、そしてネヘミヤを通して城壁が元に戻りました。その大規模工事の完成を記念して、民が水の門の前の広場に一斉に集合します。すると、エズラは講壇から聖書を朗読し、13人を超えるレビ人たちがそれぞれ、聖書の意味を解き明かすメッセージをし、「その意味を明快に示したので、民は読まれたことを理解した」（8節）のでした。これはまるで聖会そのものです。
しかし、みことばから自分たちの不足を思い、悲しくなった民に、主はこう語られたのです。「行って、ごちそうを食べ、甘いぶどう酒を飲みなさい。何も用意できなかった人には食べ物を贈りなさい。今日は、私たちの主にとって聖なる日である。悲しんではならない。主を喜ぶことは、あなたがたの力だからだ。」（10節）昔、エルサレム神殿で聖書を聞き、過ごしていた民。ところが、突然バビロンに礼拝と聖書を奪われます。でも、エルサレムに帰還して、聖書を一緒に読んで、メッセージを聞けた。その内容は、自分たちの罪のゆえにバビロン捕囚が起きたという悲しいものでした。しかし、その聖書の主がこう言われるのです。悲しまなくていい。泣かなくていい。さあ、ごちそうを食べて喜ぼう。主を喜ぶことは、あなたがたの力だから。
第二次世界大戦。日本唯一の地上戦の舞台となった沖縄では、民間人の4人に１人が命を落としました。しかし、家族のだれかが死に、葬儀の終わらない沖縄で、小那覇舞天というひとりのコメディアンが、各地を回ってコメディーをし続けたそうです。 悲しみに暮れる人々に、笑いなど不謹慎ではないかと弟子がとまどう中、彼が口にしたのはこんなことばでした。「人は幸せだから笑うんじゃない。笑うから幸せになるんだ。」
「主を喜ぶことは、あなたがたの力」です。今日、少し悲しくても、祝福を先取りして信じましょう。今もイエス様はあなたの味方です。主はあなたに、勝利をあまりあるほどに与え、聖霊の注ぎを豊かに与え、シャロームをあなたに、祝福をあなたに、人生のきよめをあなたに、「この方の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの上にさらに恵みを受け」（ヨハネ1:16）させてくださいます。私たちは恵みに満ちているのではありません。主の祝福は私たちにあふれているのです。これを確信して、主を喜んでいきましょう。主はその信仰に力を与えてくださいますから！

ネヘミヤ記9章	2025年12月23日 火曜日
 
ご覧ください。私たちは今、奴隷です。私たちが実りと良い物を食べられるようにと、あなたが先祖に与えてくださった、この地で。ご覧ください。私たちは奴隷です。
ネヘミヤ記　9章36節
 
ネヘミヤ9章では、レビ人たちが聖書を朗読し、主に向かって大声で告白をし、礼拝がささげられた様子が記されています。そのレビ人たちの主への告白は、壮大な歴史に基づくイスラエルのこれまでの歩みと、変わらない神様の真実な愛と、そして、壊れてしまった神の民の心からの悔い改めでした。6節から15節は天地創造、アブラハム契約、出エジプト、シナイ契約、そして与えられた律法のことが、16節から18節はイスラエルの罪①、続いて19節から25節までは神様の荒野におけるあわれみが記されています。そして、26節のイスラエルの罪②のあとは、27節から31節の約束の地における神様の真実なあわれみが書かれていて、32節から35節は、イスラエルの罪③に対する悔い改めと、ゆるしの嘆願となっています。
そして、36節の「ご覧ください。私たちは今、奴隷です」と続いているのです。こうして神殿も建てた。礼拝も復活した。城壁だってできた。けれど、ユダはいまだペルシア王国の属国であることに変わりはなく、税金を納めつづけている現状です。本来、約束の地で独立し、収穫を喜び、生きていくはずのこのイスラエルで、政治的、財政的独立が許されていない。その原因は、ほかでもなく、イスラエルの罪にあることを、レビ人たちはまっすぐに説き明かしたのでした。
今は、被害者が発言権をもつ時代と言われています。「私はこんなにかわいそう」「私はひどい目にあった」「私の親は…」「私はこんな病だと診断を受けた」…自分の意見を通したり、味方を探したり、同情してもらうために、こうしたことばを重ねる人を見たことがあるはずです。かわいそうであれば自分の意見が通るのですから、人はこぞって被害者になり、自分は悪くない、悪いのはあの人たちだと言い合うのです。しかし、これでは悔い改めはありません。イスラエルは、ペルシアの支配下でかわいそうだったのではないのです。罪を犯していたから、ペルシアの支配下に陥った。レビ人たちはこれをまっすぐに語り、民はそれを理解したのです。
罪のない人はいません。クリスチャンも、あの人が悪いという世のレトリックは捨てて、きよめを追い求めながら、この世界を歩んでまいりましょう。
 
 

ネヘミヤ記10章	2025年12月24日 水曜日
 
このようにして私たちは、自分たちの神の宮をなおざりにはしない。
ネヘミヤ記　10章39節
 
ある本の中に、「新型コロナパンデミック以降、教会学校が回復したという話はほとんど聞かれず、かえって廃止や縮小の話がよく聞こえてくる」とありました。教会学校だけでなく、多くの教会が礼拝出席者の減少を見ています。コロナ禍の間、ご自分の教会が礼拝を止めたという方々が、一麦教会の礼拝に来ておられたことも思い出します。教会に集い、教会を祈りの家とし、教会を使命をもつ共同体とし、そして礼拝を信仰生活の中心とすることを教会がやめたことで、クリスチャンたちが教会の存在意義を見失ったことが、もしかしたらその原因にあるのかもしれません。それだけでなく、「インターネット礼拝」と銘打って、インターネット上でも教会の礼拝をささげたことになる、とした教会が多いこともひとつの理由でしょう。私たち一麦教会は、YouTubeによる礼拝配信はインターネット礼拝ではない、という立場を変えずに来ました。それは礼拝を視聴しているだけで、もし教会に来られないのであれば、それはご自宅で礼拝をおささげになっている状態なのだ、とお伝えしてきたのです。
さて、ネヘミヤ10章は、ネヘミヤが神殿での礼拝に必要な奉仕者とささげものについて、きちんとしたシステムをもって制度化した箇所で、ネヘミヤ法典とも呼ばれるところです。ネヘミヤが心を尽くして神殿の礼拝と礼拝生活をきちんとしたものにする、という気概が伝わってくるような一節一節を読むことができ、その真剣さが「このようにして私たちは、自分たちの神の宮をなおざりにはしない」という一文に込められています。
どうしてそんなに本気になるのでしょうか。それは、かつてイスラエルが、北イスラエルも南ユダも神の宮をなおざりにしたからです。礼拝が崩れ、神中心の人生が壊れ、敬虔さが失われた結果、国がなくなった。その過去の失敗があったから、ネヘミヤは言うのです。もう「私たちは、自分たちの神の宮をなおざりにはしない。」もし、私たちのキリスト信仰に、崩れ、壊れ、失われたものがあるなら、真剣に取り戻し、こう宣言しましょう。「私はもう、なおざりにはしない」と。
 

ネヘミヤ記11章	2025年12月25日 木曜日
 
民は、自分から進んでエルサレムに住もうとする人々をみな祝福した。
ネヘミヤ記　11章2節
 
親としていつも難しいなと思わされることは、娘や息子に「こうしなさい」「こうやるんだよ」と方向を教えたり、指示をしたりすることと、「自分でやってごらん」「挑戦してごらん」と自力で道を探して歩かせること、そのバランスです。私の両親は割とほったらかしだった印象があるのですが（当時はそういうご家庭が多かったですよね？）、私はつい子どもたちにあれこれ言ってしまい、しまったなと反省しています。
再建したエルサレムとその礼拝。だからといって、敵が消えていなくなったわけではありません。今なお攻撃の危険に囲まれているエルサレム。しかし、ここを誇り高き神の都と、「自分から進んでエルサレムに住もうとする人々」がいたのです。自主性！ 自発性！ 神様を信じる愛に押し出されて、自分からそのような決断をした人たち。彼らは人に言われてそうしたのでなく、宗教に強制されてそうしたのでもありませんでした。
たしかに、みおしえの中には「こうしなさい」「こうしたほうがよい」というものはあります。しかし、聖書が教える私たちの信仰生活は、「あなたの神である主を愛せよ」「隣人を愛せよ」という愛に基づいています。そして、その愛は、強制や義務やマインドコントロールではなく、「自分でやる」「こうしてあげたい」「（他の人はともかく）私はこうするのだ」という自主性、自発的な決断に基づいているのです。
たしかにリスクはある。いわゆるかしこい選択ではないかもしれない。でも、愛する主のために、神の救いの計画のために、私はエルサレムに住む！ そう決めた人たち。彼らと似通う愛が、あなたの中にもあるのではありませんか。それがもしはっきりしていることであるのなら、「こうしなさい」というだれの指示もいりません。主から与えられた召し、使命として受け取って、立ち上がってまいりましょう。今日、あなたがキリスト信仰にあって「自分から進んで」したいことは何でしょうか。
 
 

ネヘミヤ記12章	2025年12月26日 金曜日
 
彼らはその日、数多くのいけにえを献げて喜んだ。神が彼らを大いに喜ばせてくださったからである。女も子どもも喜んだので、エルサレムの喜びの声ははるか遠くまで聞こえた。
ネヘミヤ記　12章43節
 
フィリップ・ヤンシーという作家の本だったと思いますが、こんな話がありました。アメリカ人に「クリスチャンとはどういう人たちですか」と質問したところ、「クリスチャンとは、いろいろなことに反対したり、何かをしないようにする人々である」という答えが返ってきたが、インドで同じ質問をすると、「クリスチャンとは、病院を建てる人々だ」という答えが多かったそうです。日本では、かつては女性教育のための学校を建てるイメージでとらえられていたかもしれませんね。
それで私は、現代の日本でクリスチャンはどういうイメージをもたれているのかなと思い、他府県のあるクリスチャンの方に、「あなたがノンクリスチャンだった時、クリスチャンたちを見てどういう印象を持ちましたか。『クリスチャンとは与える人』と思ったことはありますか？」と尋ねてみました。しかし、その方の答えは、「いいえ、クリスチャンは『守る人だなぁ』と思っていました」だったのです。
クリスチャンとは、しない人、守る人、なのでしょうか。たしかに、信仰にはそういう側面もあるでしょう。しかし、病院や女学校を建てる勢い、積極性をもつ側面もあるのです。今日の箇所で、聖書は「彼らはその日、数多くのいけにえを献げて喜んだ。神が彼らを大いに喜ばせてくださったからである」、これがクリスチャンの姿であることを教えます。神が喜ばせる人。そして、老若男女の境なく喜ぶ人、はるか遠くまで喜びの声を届ける人。こうしたエネルギッシュで積極的な一面も、私たちは持たせていただいているのです。
「神が彼らを大いに喜ばせてくださったから」。この「彼ら」は、現代の「私たち」であることを受け取りましょう。今日、食卓においしい食事が備えられた。今日、久しぶりの友人に会えた。今日、ようやく一人で静かな時間を過ごせた。そうした何かがあったなら、神様はあなたを喜ばせてくださっているのかもしれません。そんなとき、自分を押さえたり、体面を守るクリスチャン像はひとまず置いて、大いに喜んではいかがでしょう？ 私も、今日は久しぶりに先輩にお会いするところです。ハメを外すわけではありませんが、喜んでみたい、そう思っています。
 

ネヘミヤ記13章	2025年12月27日 土曜日
 
私は代表者たちを詰問し、「どうして神の宮が見捨てられているのか」と言った。
ネヘミヤ記　13章11節
 
紀元前432年、城壁再建とそのほかの責任を終えたネヘミヤは、2章で王の献酌官であった自分をエルサレムに送り出してくれた、ペルシア王アルタクセルクセスの元に戻り、工事の報告をします。そして、いろいろな働きや残してきた家族との交わりがあったことでしょう。それからネヘミヤは、もう一度エルサレムへと戻ってくるのです。
しかし、そこでネヘミヤが見たエルサレム神殿は、大きく様変わりしていました。城壁再建の妨害をしていたトビヤを覚えておられるでしょうか。エルサレム神殿の祭司エルヤシブが、トビヤと仲が良かったので、そのコネでなんと、本来は奉納物を保管するはずの神殿の建物の中のひとつの部屋を、特別にトビヤにあてがっていたというのです（参照4,5,7節）。教会の大切な部屋を、悪魔崇拝者が使っている。その手ほどきを教会の人がしていたとしたら、あなたの衝撃はいかほどでしょうか。「ええ⁉︎」だけでは済まないでしょう。びっくりしてその場に座り込んでしまうかもしれません。
しかし、その究極の原因はひとつでした。ネヘミヤはそれを見抜き、そしてエルサレムの代表者たちを詰問します。「どうして神の宮が見捨てられているのか。」ネヘミヤがいない間に、リーダーたちと民は、神の宮を大切にしなくなっていたのです。
そして、私たちはこのひとことを心に留めて、ネヘミヤ記を閉じましょう。キリストが天に昇られ、再臨までの間、私たちは教会を見捨てません。教会を愛し、大切にします、と。
 
￼[image: 図 40]
 
この日々のみことばでは、これまでエズラ記、ネヘミヤ記において、ペルシア帝国支配下にある時代のイスラエルを見てきました。そして、ペルシア王アルタクセルクセスらによってエルサレム神殿と城壁修復の許可が下り、神の宮の再建を果たしたリーダーたちと民の姿を読みました。
次のエステル記は、紀元前 486 年頃のことです。ゼルバベルらによるエズラ記1-6章のエルサレム神殿再建が終わり、そしてエズラ記7章からの礼拝再開が始まったころ（そして、ネヘミヤ城壁再建の30年前）のこと。イスラエルを支配していた帝国、ペルシアの時の王はクセルクセス（ヘブル語でアハシュエロス）王でした。バビロンを飲み込んだペルシア帝国、その首都はスサ（シュシャン）に置かれ、現在のインド、パキスタン、アフガニスタン、イラン、イラク、トルコ、エジプト、スーダンを貫く、「王の道」と呼ばれる、本来なら３ヶ月かかる道のりを 1週間で通す、当時のインターネットのような情報網が敷かれていました。また、サトラップと呼ばれる知事が地域を監視。王の目、王の耳と呼ばれる監視カメラのような情報機関が整う世界帝国、それがペルシア帝国であり、エステル登場の舞台だったのです。
 
 
 
エステル記は、そのペルシアの王のひとり、クセルクセス王の王妃となったユダヤ人女性エステルと、彼女の育ての親モルデカイの信仰と歩みが描かれています。このエステル記には、「神」ということばがなんと一度も出てきません。それなのに、神の民イスラエルが不思議に不思議を重ね、完璧なタイミングで起こる、完全な出来事で救われることにより、神様ということばが書かれていないのに、そして見えないはずの神様の御腕なのに、くっきりと神様の臨在を見ることができる。それがエステル記なのです。
私たちの人生にも主はおられます。お姿は見えず、私たちが何も感じられなくても、主は私たちの人生に、教会に、働きつづけておられるのです。
 

エステル記1章	2025年12月28日 日曜日
 
しかし、王妃ワシュティは宦官から伝えられた王の命令を拒み、来ようとはしなかった。そのため王は激しく怒り、その憤りは彼のうちで燃え立った。
エステル記　1章12節
 
１ 王妃ワシュティの失脚
紀元前 483 年、クセルクセス王は180日間続く宴会を開きます。それには明確な目的があって、この後ギリシア遠征に向かう軍事会議をするためでした（その戦争は第3回ペルシア戦争で、サラミスの海戦でギリシアに敗北を喫します）。その宴会の最後の７日間は、いくつもあった巨大な宮殿にシュシャンの人々を招いて豪勢な宴会をしたのでした。
想像してみてください。限りなく広い宮殿に張りめぐらされた白、青、紫、高貴な色の布飾り、金や銀の飾り、紙コップのように出される金の杯。まさに、インド人、アフリカ人、インドヨーロッパ語族の白人も動かせる、一人の専制君主、力強い王、戦争に勝てる王。この宴会は戦争に向けてそんなイメージを植えつけるためのものだったのです。しかし、自分の王妃ワシュティを呼んだとき、なんと王は断られるのです。一人の女性、自分の妻さえも動かせないという大恥をかいた王は、対応を側近に相談します。すると側近は、この事件を政治利用しようと思いつきます。つまり、王妃を追い出すことで王の権威を強め、外国人を嫁がせる国際結婚でペルシアが多民族国家であると印象づけ、男性優位な文化を広めようとするのです。そして、王が王妃ワシュティを追い出したとの知らせを、「王の道」を走らせ、各地へと広げていったのでした。王はペルシア戦争敗北後、再婚を考え始めます。
神様が、イエス様のお生まれになるユダヤ民族を滅亡から守るために、政治、国際情勢、王妃ワシュティの王命拒否、それに激怒し、敗戦の痛みから再婚を考える王といった人の気持ちなど、こうした複雑なことを絡み合わせることで、ユダヤ人エステルをペルシアの妃とし、事を起こされる。これを、神の摂理と呼びます。
私たちの人生も、神の摂理で成り立っています。それで、私たちは神の栄光をあらわしていけるのです。そのことを、聖書は次のひとことにまとめてくれています。
「神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にしたがって召された人たちのためには、すべてのことがともに働いて益となることを、私たちは知っています。」（ローマ8:28）
 

エステル記2章	2025年12月29日 月曜日
 
王はほかのどの女よりもエステルを愛した。このため、彼女はどの娘たちよりも王の好意と寵愛を受けた。王は王冠を彼女の頭に置き、ワシュティの代わりに彼女を王妃とした。
エステル記　2章17節
 
２ エステルとモルデカイ
バビロン捕囚で捕えられたユダヤ人の多くは、バビロンからペルシアに支配が移ってから、このスサ地域に住んで活躍していました。そうしたユダヤ人のひとりであるモルデカイは、孤児となった自分のいとこ、ハダサを娘として育てていました。ある日、このモルデカイは城門で、王のそばに近づくことが許されていた2人の宦官による王暗殺計画を知り、未然に防ぎました。この手柄は、公文書である年代書に記録されたのでした。
やがて、彼が育てたハダサは、自分のユダヤ名を隠し、エステル（スター）と呼ばれるようになります。そして、養父の教えに従い、自分がユダヤ人であることをけっして明かしませんでした。
王が再婚を望んだのは、ちょうどそのころだったのです。エステルは妃の候補の1人として選ばれ、1 年の肌の手入れ、化粧、王妃としての教育を専門の学校で受けた後、コンテストへ出場します。すると、「王はほかのどの女よりもエステルを愛した」とあるほどに彼女は寵愛を受け、なんと王妃とされるのでした。
エステルはたしかに美しかったですし、人としての中身もすばらしかったことでしょう。しかし、彼女が妃とされたのは、彼女がユダヤ人であり、神様がユダヤ民族を滅亡から守るためだったのです。
私たちは、自分の能力でどこかへと登りつめる人生しか知らない者でした。しかし、神様と出会ってから、神様の力で使命を受け、その役割へと引き上げていただく人生に気づいたのです。主はあなたに力を与えられました。そして、あなたに使命を与えておられます。それは、母親として、社長として、職員として、医師として、介護士として、祖父として、いただいたその召命を生きることかもしれません。でも、そのくり返す日々の先には、神の栄光が待っています。くじけることもあるかもしれません。でも、あきらめずに行きましょう。その先は必ずありますから。
 

エステル記3章	2025年12月30日 火曜日
 
これらの出来事の後、クセルクセス王はアガグ人ハメダタの子ハマンを重んじ、彼を昇進させて、その席を彼とともにいる首長たちのだれよりも上に置いた。
エステル記　3章1節
 
３ ハマンのホロコースト
このハマンはエステル記の悪役です。彼はアガグ人でした。アガグ人とは、あのイスラエル最初の王サウルが、聖絶するように命じられたのに惜しんで滅ぼさなかった、宿敵アマレク人の末裔なのです。民族感情としてもイスラエルを憎む人、ハマンが昇進を重ね、ついに王の任命により、各州に置かれた知事たちのトップとなり、巨大な権力を手にするのです。
この時代、ペルシア式の挨拶として多くの人は大臣にひれ伏していましたが、その大臣の胸に刻まれた偶像さえ拝まないと決めていたエステルの養父のモルデカイは、ハマンにけっして媚を売らなかったのでした。それだけでもハマンの怒りを買ったはずですが、さらにモルデカイは、自分がユダヤ人であると公言していました。これに対してハマンは、モルデカイとユダヤ民族を根絶やしにしようと怒りを燃やします。もはや個人的な恨みのレベルではなく、民族的な憎しみになっていたのです。
彼は王に近づき、「ペルシアにはいろいろな民族がありますが、ユダヤ民族だけ『違』っています。反乱を起こしたら…」と危機感をあおり、ユダヤ人滅亡政策を用意、しかも、それをポケットマネーの300tの銀、何十億というお金で実行しようとします。もちろん、殺したユダヤ人からあとで奪い返すつもりなのですが。
さて、ここまで王もハマンも、王妃エステルの本名がハダサであって、実はユダヤ人であることに気づいていませんでした。そしてハマンが出した、１年後にユダヤ人を滅亡させるという書簡は、あの、当時のインターネットである「王の道」をものすごい速度で走って行くのでした。その内容は「第十二の月、すなわちアダルの月の十三日の一日のうちに、若い者も年寄りも、子どもも女も、すべてのユダヤ人を根絶やしにし、殺害し、滅ぼし、彼らの家財をかすめ奪え」（13節）というものでした。これは、イエス様が悪魔のすることとして挙げた「盗人が来るのは、盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするためにほかなりません」（ヨハネ10:10）とぴったり重なるのです。
王の道を走っていく悪魔の知らせ。しかし、イエス様の御教えは、同じヨハネ10:10に続いています。「わたしが来たのは、羊たちがいのちを得るため、それも豊かに得るためです。」私たちは、このイエス様の福音を届ける教会でありましょう。
 

エステル記4章	2025年12月31日 水曜日
 
もし、あなたがこのようなときに沈黙を守るなら、別のところから助けと救いがユダヤ人のために起こるだろう。しかし、あなたも、あなたの父の家も滅びるだろう。あなたがこの王国に来たのは、もしかすると、このような時のためかもしれない。
エステル記　4章14節
 
４ 召命を確信するエステルとモルデカイ
あまり想像してはいけませんが、あなたの国の財産を奪い、土地も建物も自由に没収し、殺害して民族浄化をしてもよい、などと許可する法案が外国で通ったらどうでしょう。このエステル記は、ユダヤ民族についてそのような法案が可決されたときの出来事が記されています。1年後のユダヤ人全滅を命じる計画が決まったことを受けて、モルデカイは泣いて断食をします。そして、自分の養女であり、王妃であるエステルに、すぐに王のところに行き、取り消しを求めるよう伝えるのでした。
ところが、エステルの返事は少し気が乗らないような答えでした。王様への謁見は、たとえ王妃であったとしても、呼ばれもしないのに偉そうに王の元に行くのであれば（先日、ワシュティの一件があったばかりです）王の権威をないがしろにしたと受け取られ、即座に殺されてしまう。モルデカイの計画はリスクが高いです、と伝えたのです。
するとモルデカイは、このユダヤ人絶滅作戦について、エステル、あなたは王宮にいるから助かると思うな（参照 13節）と伝えます。あなたもユダヤ人なのだ。そのとき、助けはエステル以外から出ることになるが、エステルも親戚も滅びるだろう、と伝えます。これで目が覚めたのでしょうか。エステルは断食祈祷をお願いし、死ななければならないのなら死にます、と意を決して答えるのでした。ここに、自分が生まれてきた理由を知った女性のことばがあると思います。自分には召しがある。その使命への決死の覚悟。これが私という女の歩く道なんだ。私にも道があったんだ、と。これは、私たちクリスチャンのことばです。
昔、大河ドラマで篤姫を扱った作品がありました。江戸末期の混乱の中、無血開城が実現したのは、彼女の働きのおかげで、それこそが彼女の天命であった、と描かれていました。その天命の第一歩、島津家に養女として出され、姫となる特訓を受けることを迷っている彼女に、奥女中がかんざしを直しつつことばをかけます。「お迷いなのはわかりますが…女の道は一本道にございます。さだめに背き、引き返すは恥にございますよ。」
私たちクリスチャンの道も一本道にございます。主にある天命を見つけたら、引き返さずに進みましょう
 

エステル記5章	2026年1月1日 木曜日
 
ハマンは自分の輝かしい富について、また子どもが大勢いることや、王が自分を重んじ、王の首長や家臣たちの上に自分を昇進させてくれたことなどを、すべて彼らに話した。
エステル記　5章11節
 
５ エステルの宴会
エステルが意を決して王妃の衣装を身にまとい、王の前へと出ると、王は金の笏を伸ばしたのでした。つまり、エステルは死なずにすんだのです！ 願い事があるなら言ってごらん、かなえてあげるから、と語る王に、エステルは不思議なことを言います。それは、宴会を開くのでハマンと一緒に来てください、というものでした。そして、王様への願い事については2度目の宴会でお伝えするというのです。一方のハマンは、自分の富、昇進、エステルの宴会に自分ひとりだけが招かれたことを自慢します。
自慢というのは、心の深いところで自分に自信のない人が、自分はあなたたちとは違うんだというメッセージをことばで発することで、自尊心をなんとか保とうとする行為です。自分の足りなさを特権意識と自分を褒めることで埋めようとする、自己愛でいっぱいのハマン。彼にとって周囲の人とは、ただ自分に同意し、自分を褒め、自分を慰めるためだけに存在する飾りで、周りの人もハマンの要求を先回りして読み、それを満たそうとする。それで妻と友人たちは、それならモルデカイを木にかけて殺せばよいのではと、頼まれてもいないのに、25mもの高さの処刑用の柱を立てるのです。
家族がここまでする中、しかしモルデカイは、ハマンに一瞬も媚を売りません。それを見て、ハマンはひどく腹を立てます。自己愛の強い人の特徴のひとつに、ごく些細と思われる批判や非難に対して傷つきやすい性質があると言われています。日常のちょっとした出来事が過去の傷口を開くのでしょうか。些細な出来事を圧倒的な苦痛と感じてしまうという指摘は、モルデカイの態度に激怒するハマンにぴったりと当てはまります。
ユダヤ人滅亡へのカウントダウンが始まりました。モルデカイも明日、木にかけられようとしています。そして当の犯人であるハマンは、王様と王妃との会食にひとり招かれ、出世コースをまっしぐらに駆け上っています。ああ、正義はどこにあるのでしょう。エステル記5章は、暗闇が増大していくところです。しかし、先に申し上げてしまいますが、7章でこのすべてが変わります。私たちの人生、暗闇が増大すると嘆く日があっても、「7章がある」そう思いましょう。主の解決は必ずあります。なぜなら、主は、あなたが耐えられるように、試練とともに脱出の道を備えてくださるお方なのですから！

エステル記6章	2026年1月2日 金曜日
 
その夜、王は眠れなかったので、記録の書、年代記を持って来るように命じた。そしてそれは王の前で読まれた。
エステル記　6章1節
 
6 神様のタイミング
「その夜、王は眠れなかった」。自分のせいだったのではありません。神様が王に眠りを与えなかった、このことがオセロの盤を真っ黒から真っ白に変えていく大逆転の一手になります。そして、それは人間の努力によらず、恵みによる神の一手だったのです。眠れない王が何か情報を耳に入れようと、記録の書を持って来させ、読み上げるように命じます。するとそこに、モルデカイが王を暗殺者から救った、とあったのでした。これを聞いて、王様は褒美がまだだと知ります。
ちょうどそのタイミングでハマンが、柱にモルデカイを架ける件を王に告げようと入って来ます。王は尋ねます。「王が栄誉を与えたいと思う者には、どうすればよかろう。」（6節）王様、そんな遠回しな言い方をしなくても。ハマンは自分のことだと見事に勘違いし、何が欲しいかを考え始め、自分の願望を伝えるのでした。それは、王服を着て、王冠をかぶり、王馬に乗り、広場を巡り、宣伝をさせ、メディア上の話題の中心になる。ハマンの願望とは、王になることだったのです。あれほどの肩書きのある策士でありながら、自分の願望となると子どものようになってしまうのでした。
ところが王様は、自分の命の恩人であるモルデカイにどのような栄誉を与えたらよいかと、ハマンに相談しただけだったのでした。ハマンはこの後、なんとモルデカイのその栄誉の準備役にさせられます。そして、かつて粗布をまとってユダヤ民族の滅亡計画を嘆いていたモルデカイは、広場で王服を身につけるのでした。そして、ここからすべてが変わり始めるのです。
思い出しましょう。もしも王の眠りが妨げられていなかったら、モルデカイはハマンに殺され、メシアを運ぶユダヤ民族は消滅、私とあなたも今どうなっていたかわかりません。王を眠らせない、その一手で歴史を変えた主。同じように、今も主は生きて働いておられます。たとえ今がどのような状況に見えたとしても、主は、小さな出来事にしか見えない何かを通して、神の民、教会、そしてあなたに最善を用意してくださっているのです。
家に帰ったハマンは、家族と友人の前で嘆きますが、不思議なことに彼らは、ハマンが神の契約の民には絶対に勝てないと預言をするのでした。教会よ、悪魔がどんなに誇っても、勝利者イエス様によってあなたには勝てない、それを信じてまいりましょう。
 

エステル記7章	2026年1月3日 土曜日
 
こうしてハマンは、モルデカイのために準備しておいた柱にかけられた。それで王の憤りは収まった。
エステル記　7章10節
 
７ ハマンの失脚
宿敵モルデカイに自らの手で大きな栄誉を与えてしまい、失意のどん底にあるハマンですが、エステルが開く2度目の宴会へとせきたてられます。そして、王とハマンが揃うその席で、エステルはこの日ようやく、王への願い事を進言のかたちで口にするのでした。それは、「私の民族は（私を含め）売られ、根絶され、殺され、滅ぼされることになっており、ユダヤ人を殺す、その損失は王にとって大きいのに、迫害者はその計画を立て、王の敵としてもその計画を実行しようとしている」というものでした。王は聞きます。「その迫害者とはだれか。今、どこにいるのか。」そこで、エステルははっきりと答えるのでした。「迫害する者、敵とは、この悪人ハマンです。」（6節）ここでハマンは、王妃エステルがユダヤ人であったこと、自分が王の食卓へと持ち上げられていたのはこの瞬間のためであったこと、そして、自分の立場が完全に終わったことを悟ります。
王は怒り心頭、目の前のハマンが敵であったことを知り、冷静な判断をしようとしたのでしょうか、席を外します。その間、エステルと2人きりになったハマンは、彼女に命乞いをします。しかし、力が入りすぎたのか、エステルを長椅子へ追い詰め、覆いかぶさるかのようにあわれみを求めます。王様が一息ついて戻ると、なんとしたことでしょう！ 長椅子の上で、裏切り者ハマンが、自分の妻エステルへと近づいているではありませんか。皆さんは覚えておられるでしょうか。当時の中東では、王妃や王のそばめに手を出すことは、王位を自分のものにするというクーデター的要素がありました。その時、宦官が報告します。このハマンは、王様のいのちの恩人であるモルデカイを木にかけて殺そうとしていましたが、その柱がハマンの家にあります、と。（まさに追い討ちとはこのことです）王の命令が宮殿に響きました。「彼をそれにかけよ。」（9節）
読みながら暗い気持ちになった5章の暗闇を覚えておられるでしょうか。しかし、主イエスは勝利者です。これを忘れずにいましょう。あなたの人生にも、教会にも、キリスト教界においても、イエスは勝利者。危機は必ず覆され、悪は滅びていくのです。
「これらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがわたしにあって平安を得るためです。世にあっては苦難があります。しかし、勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝ちました。」（ヨハネ16:33）

エステル記8章	2026年1月4日 日曜日
 
ユダヤ人にとって、それは光と喜び、歓喜と栄誉であった。
エステル記　8章16節
 
８ 福音
ハマンの死のニュースの後、ユダヤ人虐殺を企てる者は激減します。それは、ユダヤ人を守る法律が、例の「王の道」をものすごい速度で走って行き、広まったからでした。「ユダヤ人にとって、それは光と喜び、歓喜と栄誉で」した。福音とはグッドニュースだとよく言われますが、まさにそのとおり。私たちクリスチャンにとっても、これは当てはまります。私たちは罪人で、神のさばきによりゲヘナ（地獄）で永遠に滅びる、という悲しいしらせの後、今日の箇所と同じく、その悲報に覆いかぶさるように、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」（ヨハネ3:16）と、私たちのところに福音が走ってきたのです。逆転の救いがあなたに与えられた。神の民は不滅だと、これからも福音は走っていくのです。
先日出席したWEA（世界福音同盟）の総会、そこでスローガンとして掲げられたのは、「2033年までに福音をすべての人に」でした。信仰や救いをスローガンとして掲げたり、達成目標として定めたりすることは、私にはできませんが、それでも、福音が本当にすべての人に伝えられ、大勢の方がイエス様によって救われなくてはならないと、大胆に信じ、実行していくことは、まったく正しいことであると思います。
日本最大の教団である、日本基督教団副議長であった山北宣久氏が、ある研修会でこう語られました。「日本基督教団は現在、約200の無牧教会を持ち、このまま伝道しない状況が続くと、10年後には500の教会が無牧となる。」また、「現在教団では60歳以上の信徒が全信徒の50%を超え、教区によっては70%を超えている。」ああ、なるほど、それはいけませんねえ、と皆さん思われるかもしれません。でも、実はこれ、2002年7月、今から23年前の話なのです。現代はさらに高齢化、少子化、個人主義化の社会的要因で、キリスト教界の閉塞感は進んでいます。こうした外的要因は何ともできません。でも、宣教の停滞、活力の低下、内向きな信仰姿勢、形骸化したキリスト教文化などの内的要因は、主にあって変えていくことができるのです！
皆さん、祈りましょう。日本を救ってください、世界を救ってください、愛する人を救ってください、と熱心に祈りましょう。そして、聖書を読み、また信仰によって積極的に物事をとらえ、すべての人へと福音を伝えてまいりましょう！ それはまさに、光、喜び、歓喜と栄誉なのですから！

エステル記9章	2026年1月5日 月曜日
 
第十二の月、すなわちアダルの月の十三日、この日に王の命令と法令が実施された。ユダヤ人の敵がユダヤ人を征服しようと望んでいたまさにその日に、逆に、ユダヤ人のほうが自分たちを憎む者たちを征服することとなった。
エステル記 9章 1節
 
9 救いの計画の実現
ここまでエステル記を読んで、それが私たちクリスチャンを救う福音とぴったり重なっていたことに気づいていただけたでしょうか。
最初の王妃ワシュティの失脚。悪魔が民族を滅ぼす前にエステルを登場させるため、神様が悪魔の計画より先に救いの道を計画しておられた、福音がここにあるのです。神様は創世記3章で「彼（救い主）はおまえ（悪魔）の頭を打」（創世記3:15）つと預言し、救いを計画してくださっていました。そして、エステルという救いの鍵が、庶民という意外なところから登場したように、救い主イエス様が、ベツレヘムの小さな飼い葉桶から来られました。そして、盗み、殺し、滅ぼすという悪魔の計画が発動し、私たちの罪を告発し、さばかせようと動き始めます。しかし、エステルが「死ななければならないなら死にます」といのちをかけて解決の糸口を見つけたように、イエス様も十字架に向かい、死んで、救いの道を開いてくださいました。そして、あれほど濃いキャラであったハマンが、一瞬にしてあっけなく敗北したように、日曜日の朝、イエス様の復活により、悪魔の敗北が一瞬で決定したのです。ユダヤ人を殺せという知らせに覆いかぶさる勝利の知らせが、「王の道」という情報網を駆けぬけて広まっていったように、罪の告発に覆いかぶさる福音が、聞いて信じる人は生きるとして、講壇から世界中に届けられているのです。
そして、今日のみことば、「この日に王の命令と法令が実施された」とあるように、この福音のしらせが完全な勝利と現実の安息となる、イエス様の再臨がやがてくるのです。私たちクリスチャンは、このエステル記8:17と9:1の間に生きているのです。
聖書には、この勝利を記念して、「自分たちの敵からの安息を得た日、悲しみが喜びに、喪が祝いの日に変わった月として、祝宴と喜びの日、互いにごちそうを贈り交わし、貧しい人々に贈り物をする日と定め」（22節）たとあります。これが、私たちクリスチャンの日曜日です。主イエス様の復活の日曜日、私たちはこれを、滅びの恐怖が救いの喜びに、祝いに変わった日として、喜び楽しみながら主の前に集まって礼拝をささげるのです。さあ、来週も教会に集まり、ともに祝おうではありませんか！

エステル記10章	2026年1月6日 火曜日
 
実に、ユダヤ人モルデカイは…自分の民の幸福を求め、自分の全民族に平和を語る者であった。
エステル記　10章3節
 
10 リーダーの資質
エステル記の最後には、ユダヤ人モルデカイが、ペルシア王国で王に次ぐ第2位の地位について民を治めたと記録されています。そして、彼が「多くの同胞たちに敬愛された」（3節）ことも書かれています。高い地位にありつつ敬愛された人、それがモルデカイでした。そして、彼は私たちのよき模範でもあります。
先日、クリスチャンの首相とクリスチャンのアナウンサーがテレビの同じ画面に映り、こういう時代が来たのかと思いましたが、クリスチャンはこの社会で、イエス様の栄光をあらわす良き市民として生き、この世界によい影響を及ぼすひとりとして生きていきます。その中からは高い地位につくクリスチャンも当然出てくることでしょう。そのとき、敬愛される人として認められることが、クリスチャンにとっての理想です。
敬愛されるリーダーの姿、それは、「自分の民の幸福を求め、自分の全民族に平和を語る者であ」ることです。高い地位にあることは、大きな影響力を持つことであり、大きな責任を担うということです。その力を、自分のためでなく、「自分の民の幸福」のために用いるのです。もうひとつ、リーダーは「平和を語る者」、平和を築く人なのですが、それは何より、あたたかく語り、フレンドリーでいてくれる人のことです。
そうした敬虔で愛情深く、人の幸福を求め、やさしく語る人には、「大いなる者」（3節）とある、不思議な権威が伴います。現代は「権威」よりも「権力」を求める時代なのかもしれません。権力には即効性がありますし、人の上に立つ感覚が手に取るように伝わってくるからです。しかし大切なのは、すぐ使えて、人を支配することでコントロールする「権力」ではなく、この人と一緒に何かをしたいと思わせる「権威」です。クリスチャンのリーダーは、やさしく給仕者のようでありながら、この不思議な権威を主からいただいていくのです。
それは、偉そうにすることでも、人に言うことを聞かせたいと思うことでも、自分のビジョンや願望を形にしようとする野心でも野望でもありません。クリスチャンリーダーが持つ権威、それはただ「愛」です。母親の権威、会社社長の権威、医師の権威、マネージャーの権威、店長の権威、クリスチャンが社会で任される責任に必要な権威、それはひたすらに「愛」、それだけなのです。イエス様はあなたを、民を、ただ愛されました。それで、私たちもさまざまな責任を負って、だれかを愛していくのです。
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		ネヘミヤ記10章 2025年12月24日 水曜日		このようにして私たちは、自分たちの神の宮をなおざりにはしない。

		ネヘミヤ記 10章39節





		ネヘミヤ記11章 2025年12月25日 木曜日		民は、自分から進んでエルサレムに住もうとする人々をみな祝福した。

		ネヘミヤ記 11章2節





		ネヘミヤ記12章 2025年12月26日 金曜日		彼らはその日、数多くのいけにえを献げて喜んだ。神が彼らを大いに喜ばせてくださったからである。女も子どもも喜んだので、エルサレムの喜びの声ははるか遠くまで聞こえた。

		ネヘミヤ記 12章43節





		ネヘミヤ記13章 2025年12月27日 土曜日		私は代表者たちを詰問し、「どうして神の宮が見捨てられているのか」と言った。

		ネヘミヤ記 13章11節





		エステル記1章 2025年12月28日 日曜日		しかし、王妃ワシュティは宦官から伝えられた王の命令を拒み、来ようとはしなかった。そのため王は激しく怒り、その憤りは彼のうちで燃え立った。

		エステル記 1章12節





		エステル記2章 2025年12月29日 月曜日		王はほかのどの女よりもエステルを愛した。このため、彼女はどの娘たちよりも王の好意と寵愛を受けた。王は王冠を彼女の頭に置き、ワシュティの代わりに彼女を王妃とした。

		エステル記 2章17節





		エステル記3章 2025年12月30日 火曜日		これらの出来事の後、クセルクセス王はアガグ人ハメダタの子ハマンを重んじ、彼を昇進させて、その席を彼とともにいる首長たちのだれよりも上に置いた。

		エステル記 3章1節





		エステル記4章 2025年12月31日 水曜日		もし、あなたがこのようなときに沈黙を守るなら、別のところから助けと救いがユダヤ人のために起こるだろう。しかし、あなたも、あなたの父の家も滅びるだろう。あなたがこの王国に来たのは、もしかすると、このような時のためかもしれない。

		エステル記 4章14節





		エステル記5章 2026年1月1日 木曜日		ハマンは自分の輝かしい富について、また子どもが大勢いることや、王が自分を重んじ、王の首長や家臣たちの上に自分を昇進させてくれたことなどを、すべて彼らに話した。

		エステル記 5章11節





		エステル記6章 2026年1月2日 金曜日		その夜、王は眠れなかったので、記録の書、年代記を持って来るように命じた。そしてそれは王の前で読まれた。

		エステル記 6章1節





		エステル記7章 2026年1月3日 土曜日		こうしてハマンは、モルデカイのために準備しておいた柱にかけられた。それで王の憤りは収まった。

		エステル記 7章10節





		エステル記8章 2026年1月4日 日曜日		ユダヤ人にとって、それは光と喜び、歓喜と栄誉であった。

		エステル記 8章16節





		エステル記9章 2026年1月5日 月曜日		第十二の月、すなわちアダルの月の十三日、この日に王の命令と法令が実施された。ユダヤ人の敵がユダヤ人を征服しようと望んでいたまさにその日に、逆に、ユダヤ人のほうが自分たちを憎む者たちを征服することとなった。

		エステル記 9章 1節





		エステル記10章 2026年1月6日 火曜日		実に、ユダヤ人モルデカイは…自分の民の幸福を求め、自分の全民族に平和を語る者であった。

		エステル記 10章3節
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